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【概要】 
日本最大級のオンライン中古書店「eBOOKOFF（イーブックオフ：http://www.ebookoff.co.jp）」
を運営するネットオフ株式会社（本社：愛知県大府市、代表取締役社長：黒田武志 以下ネットオフ）

は、業界最大級の宅配型コミックレンタルサービス『コミかる』（ URL： http ：
//www.ebookoff.co.jp/comical.jsp/）を本日 2007年 4月 16日（月）より開始いたします。 
本サービスは 2006 年 11 月より、ネットオフの 100%子会社である株式会社ブックチャンスが提供
していたコミックレンタルサービスを、レンタルコミック貸与使用料の正式運用が開始されたことを

受け、さらなる充実を図るために eBOOKOFFのサイトに統合し、本格導入に至ったものです。 
 

【「コミかる」概要】 

■名称：コミかる  
■URL：http：//www.ebookoff.co.jp/comical.jsp 

■内容：宅配によるコミックのレンタル 
■開設日：2007 年 4 月 16 日（月） 
■コミックレンタル冊数：18 万冊 
■コミックセット数：１万 5,000 セット 
■利用料金 
・月額基本料：980 円  

※初月につき、会費無料キャンペーン実施 
・レンタル料/回：126 円/冊（通常） 
※280 円/冊（最新作のみ） 

・延滞料・入会金・送料：なし 
・発送/返却方法：宅配便またはメール便（4 冊以下）     

/宅配便 ※送料無料 

 

 

 

【カンタン・便利！コミかるの利用方法】 

 

 

 

 

 

 

 

日本最大級のオンライン中古書店『eBOOKOFF』のネットオフ株式会社 

業業界界最最大大級級!!!!宅宅配配型型ココミミッッククレレンンタタルルササーービビスス    

『『ココミミかかるる』』  44 月月 1166 日日  本本格格開開始始！！！！  
日本最大級の 18万冊、5,000 シリーズのコミックレンタルサービスが本格スタート！！

URL:www.ebookoff.co.jp/comical.jsp 

＜ニュースリリース＞                                 



利用はカンタン！自宅に居ながら、らくらくレンタル！ 

１． まずはウィッシュリストに借りたい商品を登録！ネットだから 24 時間、いつでも登録可能！ 

２． 商品は宅配便でお届け！もちろん送料無料！重たいコミックでもらくらく！ 

３． 返却は自宅集荷がオススメ！集荷依頼をすれば、すぐお引取り！もちろん送料無料！ 

    さらに、コンビニエンスストアへの持ち込み返却も可能（送料無料）！ 

４． 返却が完了したら、次の商品をお届けします！ 

※商品は在庫状況を見て 15～20 冊をまとめて発送します。ウィッシュリストの優先順位は極力考慮しますが、より多くのコミックを楽しんでい

ただくために、優先順位順とならない場合があります。 

 

【買うよりも断然おトク！コミックレンタル！】 

コミックレンタルのコミかるなら、新刊・中古コミックを買うよりも断然おトク！です。 

 

例えば、「青年コミック」を月２回、合計３０冊をレンタルした場合・・・  

       新品 ： 16,800 円（※1 冊 560 円で試算）  

       中古 ： 7,860 円（※1 冊 262 円で試算） 

レンタルなら、４，７６０円！（月額基本料＋レンタル料）  1 冊あたり約 158 円！ 

新品より１２，０４０円、中古より３，１００円もおトク！ 

 

 

【ネットオフの宅配コミックレンタル「コミかる」の強み】 

現在、法制度の改正等によってブックレンタル市場の整備が進む中、大手ビデオレンタルチェーン等での

レンタルサービスを展開する企業が増えていくと考えられております。このような状況の中、ネットオフでは

かねてより運営してきた、日本最大級のオンライン中古書店「eBOOKOFF」のノウハウを活かし、業界最大

級となるインターネットを活用した宅配型のコミックレンタルサービスを実現いたしました。 

本サービスは、インターネット上でのコミックの検索・予約申込みが可能なため、従来の店舗型レンタルサ

ービスと比べて、利用時間、地域の限定がなく、日本全国どこからでも利用することができる利便性の高い

ものになります。さらに、貸出・返却を宅配便で行うことで、自宅に居ながらサービスを利用することが可能

です。コミックレンタルサービスのメインターゲットとなる多忙なビジネスマンのライフスタイルとの親和性が

高く、ご利用いただきやすいものとなります。 

また、ネットオフではコミックを管理するバックヤードを独自で開発・運営しているため、現段階で 18 万冊

のレンタルコミックを管理しており、この独自の管理ノウハウによって、他社との差別化を図ることに成功。

業界最大級の、インターネットでの宅配型コミックレンタルサービスを可能としました。 

その他、主な特徴は下記の通りとなります。 

 

・  日本最大級の貸出冊数（18 万冊）、シリーズ数（5,000 シリーズ）を誇る 

・ インターネットを利用した予約申込みによって、24 時間・365 日のオーダーに対応できる 

・ 貸出は 15 冊～20 冊（平均 18 冊）を基本としているため、読みたいコミックを一気読みすることができる 

・ 宅配便を利用することで、一度に大量のコミックをレンタルすることができ、重たい思いをすることなく、

コミックを借りることができる 

・ 返却の際、集荷による宅配便を利用することで、店舗へ行く手間も省け、利用者の都合にあわせた返

却ができる 

・ 入会金、延滞料金、配送料（往復）が無料 

 

 



【今後の目標】 

ネットオフでは、これらの強みを活かすことでコミックレンタルサービスを利用したことがない新たな利用者層

の獲得を見込めると考えており、年間で約 1万人の会員数を目標としております。さらに、スタート時には 18

万冊のコミック数も、順次拡大を図る予定となっており、さらなるサービスの充実によって、ユーザーの期待

に応えて参ります。 

 

【ネットオフ株式会社  会社概要】 

■ 社名      ：ネットオフ株式会社  

■ 代表者   ：代表取締役社長 黒田 武志  

■ 所在地   ：愛知県大府市長草町深廻間 74番地 

■ 資本金   ：5 億 1.435 万円 

■ 事業内容  ：インターネットを通じた新品・中古の本、CD、DVD、ゲームソフトの販売と買取 

           コミックの宅配レンタル     

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

【ネットオフ PR 事務局  株式会社アンティル】 

  TEL:03-5572-6064 FAX：03-5572-6065 

E-Mail： netoff@vectorinc.co.jp  担当：森田、正嵜（しょうざき）、村木 

【ネットオフ株式会社】 

TEL：0562-45-2922 FAX：0562-45-2923  担当：伊藤一明   

E-Mail： press@ebookoff.co.jp  

 

参考資料 
【コミックレンタル市場の背景】 ※文部科学省 著作権分科会 法制問題小委員会議事録参照 
■レンタルブック店の拡大と市場盛り上がり 
平成 15年にはレンタルブック店舗数は 200～250店舗と推測されており、レンタルの対象もコミ
ックスが中心となっておりました。その多くはレンタルビデオ店との併設であり、コミックに貸
与権が適用されていない当時は、著作者を守る制度が整備されていない中、レンタルブックのサ
ービスが全国に拡大されると予想されており、さらには業界全体の衰退及び、日本経済の衰退も
懸念されておりました。 
 
■日本漫画界及び市場全体の懸念 
著作者のコントロールが及ばない状態で、レンタルブック店が全国に拡大すれば、読書方法は、「買
って読む」から「借りて読む」スタイルに変化し、書籍の発行部数が激減し、著作者の印税収入
の減少を招くこととなり、それに伴い才能豊かな人材が出版業界から流出すると懸念されてきま
した。コミックに貸与権が適用されていない大韓民国が制度化されていないコミックレンタルの
店舗拡大によって、漫画界の衰退を招いたこともあり、日本でも同様に新刊書店の減少、さらに
は活字文化の衰退を懸念する声が上がり、早急に業界の意思統一と貸与権に関する法整備の必要
性が叫ばれてきました。 
 
■業界の意思統一と対策 
そのような市場の流れを受け、コミックや雑誌は 2004年の著作権法改正で貸与権が明文化され、作
家団体などによる「出版物貸与権管理センター」がレンタル店に利用許諾をすることで、レンタル
ブックの暫定運用を始めました。レンタル店は基本的に「指定代行店」を通じて商品を仕入れ、商品代
金と貸与使用料を納め、同センターが著作権者や出版社に使用料を分配することが決定し、著作
者及び市場全体を守る制度の第一歩を踏み出しました。 
 
■レンタル使用料と市場の本格拡大 
2007年 2月 1日からレンタル使用料の徴収制度が正式に始まるのに伴い、レンタルブックを試験的に導
入する店舗が増加し、2007年4月新年度が始まるタイミングで本格始動を目指す企業が増え、市場の盛
り上がりを見せております。 

 


